
 
 

 

 ＜フレンドシップスクール＞ 

期待と緊張の入り交じった入学式から、約１ヶ月が過ぎました。この間学校では、新しい

クラスでの自己紹介や係決め、生徒会入会式、部活動紹介、中学校での初めての授業など、

たくさんの事が行われました。もうすでに、東田中学校の一員として完全に溶け込んでいる

人もいたかもしれませんが、大半の生徒は、まだどことなくぎこちなさが、残っていました。 

【フレンドシップスクールの目的】 

・新しい学校生活に適切に対応できる力を育む。 

・生徒同士や生徒と教員との良好な人間関係を構築する。 

・集団生活を通じて、人間的な触れ合いや連帯感を深める。 

・様々な体験活動を通じて、豊かな心を育む。 

 今年度より日帰りのフレンドシップスクールになり、より参加しやすい行事になりまし

た。楽しく充実した１日を送ることができ、良好な人間関係の輪が広がりました。 

＜運動会＞ 

【運動会しおり】より 

“私は、合唱コンクールの練習時期と運動会の練習時期が、大好きです。なぜなら学校中

に活気がみなぎり、歓声を聞いていると、昔を思い出し、いつのまにか私自身も、気持ちの

高まりを感じ、とても気持ちよい時間を過ごすことが出来ることと、もう１つはり、みんな

の一生懸命頑張る姿を見れるからです。一生懸命は、見ている人を感動させます。そしてク

ラスみんなで力を合わせて、一生懸命取り組むと、一人で頑張るときとは違うより大きな充

実感や達成感、そして何よりも全員が温かい気持ちになれるはすです。勝ち負けに関わら

ず、どのクラスも力を合わせてこのような気持ちになれると良いですね。” 

今年の運動会は、雨で２回も延期になり当初の予定では、更なる予備日はなく中止の予定

でした。一方生徒は、予行まで順調に練習を重ねて、後は本番を待つのみの状態で、何とか

行いたいと思う生徒が多くいました。そして先生方も何とか実施できないかと考えたのが、

予定はしていませんでしたが、６月４日のミニ運動会につながりました。規模は、縮小され

開会式・閉会式・全員リレー・大縄跳び・学級対抗リレーのみで行われました。学年練習等

で多く練習した種目です。そしてどの種目も各クラス練習の成果を十分に発揮することが

出来ました。何より生徒の一生懸命取り組む様子や素晴らしい笑顔をたくさん見ることが

でき、良いミニ運動会になりました。 

最後に平日の急な開催に関わらず、参観していただいた保護者の皆様ありがとうござい

ました。 
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1 年生は 5 月 13 日(火)、12 日(金)、河口湖に行ってきました。「チームビルディング」や

「氷穴見学」などの経験を通じて、友人関係を深めて来ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チームビルディングとは、各メンバーのスキルや経験を最大限に発揮し、目標を達成できるチームを作り上げていく取

り組みを指します。 
 
 
 
 当日、予備日ともあいにくの雨天で、中止となってしまい 

ました。しかし、生徒たちの練習の成果を発揮する場を作る 

ため、「ミニ運動会」として団体種目を実施しました。懸命に 

頑張る姿に多くの感動がありました。また、クラスの絆が深ま 

ったと確信します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
準備や片付けを通じて、陰で働く人がいて様々な舞台が成り立っていることを学ぶことも大切な学習です。実行委員の

生徒や係生徒もよく頑張ってくれました。 

フレンドシップスクールに行ってきました 
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